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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
の
配
信
や
協
議
会
だ
よ
り
の

発
行
等
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
、
積
極

的
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

よ
り
多
く
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
住

民
説
明
会
の
開
催
や
誰
で
も
参
加
し

て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
部

会
の
設
置
な
ど
を
考
え
て
い
る
。�

���

　
問
　
希
少
野
生
生
物
の
生
息
環
境

保
全
や
乱
獲
防
止
に
向
け
、
新
た
な

制
度
創
設
や
条
例
化
等
の
検
討
を
。

　
答
　
平
成
15
年
８
月
末
ま
で
を
目

途
に
岡
山
市
環
境
保
全
審
査
会
で
今

後
の
具
体
的
取
り
組
み
方
針
等
を
審

議
し
て
い
る
。
生
息
環
境
保
全
の
た

め
の
土
地
利
用
の
制
限
や
希
少
野
生

生
物
の
捕
獲
に
対
す
る
罰
則
規
定
創

設
の
議
論
も
あ
り
、
条
例
化
を
念
頭

に
保
護
の
方
策
を
検
討
し
た
い
。�

���
　
問
　
（
仮
称
）
子
育
て
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
り
①
本
市

独
自
の
特
徴
は
②
子
育
て
社
会
へ
の

啓
蒙
・
啓
発
に
つ
な
が
る
行
動
計
画

と
し
て
は
。�

　
答
　
①
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援
と
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を

柱
に
、
幼
保
一
体
化
や
虐
待
防
止
に

向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
の
取
り

組
み
の
蓄
積
を
、
計
画
策
定
に
生
か

し
た
い
②
市
民
・
家
庭
・
地
域
社
会

等
の
機
能
や
役
割
を
再
認
識
さ
せ
、

全
市
民
的
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
盛
り
込
み
た
い
。�

���

　
問
　
行
政
コ
ス
ト
を
市
民
に
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
、
税
金
の

使
途
を
一
世
帯
一
カ
月
当
た
り
の
支

出
額
に
換
算
し
た
擬
似
料
金
制
を
用

い
て
は
。�

　
答
　
自
分
た
ち
が
支
払
う
税
金
の

使
わ
れ
方
を
標
準
的
に
示
す
興
味
深

い
手
法
と
考
え
て
お
り
、
納
税
者
の

行
政
参
加
の
観
点
か
ら
、
平
成
16
年

度
の
財
政
総
点
検
の
中
で
導
入
を
検

討
し
た
い
。�

���

　
問
　
本
市
の
電
子
掲
示
板
や
電
子

町
内
会
へ
の
参
加
が
増
加
す
る
中
、

参
加
者
が
岡
山
市
民
と
認
識
で
き
る

よ
う
、
市
民
ド
メ
イ
ン
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
住
所
）
を
希
望
者
に
貸

与
し
て
は
。�

　
答
　
電
子
掲
示
板
等
の
利
用
促
進
、

提
出
さ
れ
た
意
見
の
地
域
属
性
が
判

別
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

市
政
へ
の
市
民
参
加
の
促
進
に
向
け
、

効
率
的
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
中
で
提
案
の
趣�

旨
を
反
映
し
た
い
。�

�������

　
問
　
合
併
・
政
令
市
移
行
に
向
け

①
本
市
の
目
指
す
都
市
像
は
②
玉
野

市
・
灘
崎
町
・
御
津
町
が
、
都
市
建

設
の
中
で
果
た
す
役
割
は
。�

　
答
　
①
育
・
職
・
住
・
健
康
と
い

う
誰
も
が
求
め
る
価
値
実
現
の
た
め
、

国
際
・
福
祉
都
市
を
目
指
す
②
玉
野

市
は
、
風
光
明
媚
な
海
岸
線
を
生
か

し
た
定
住
性
の
向
上
や
港
と
空
港
を

連
接
し
た
貨
物
集
積
、
御
津
町
は
、

空
港
隣
接
の
工
業
団
地
を
生
か
し
た

工
業
集
積
、
灘
崎
町
は
、
農
業
を
生

か
し
な
が
ら
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
推

進
と
い
う
地
域
独
自
の
思
い
が
あ
る
。

地
域
の
独
自
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
区
の
設
定
に
お
い
て
は
、
企
画

立
案
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
を
念
頭

に
置
き
た
い
。�

���

　
問
　
終
身
雇
用
を
堅
持
し
な
が
ら
、

年
功
序
列
制
を
廃
止
す
る
な
ど
、
本

市
職
員
の
給
与
制
度
を
改
革
し
て
は
。�

　
答
　
国
で
は
、
公
務
員
制
度
改
革

の
中
で
、
能
力
に
応
じ
た
給
与
体
系

を
導
入
す
べ
き
と
の
議
論
が
固
ま
り

つ
つ
あ
る
。
本
市
で
は
、
退
職
金
算

定
の
目
安
と
な
る
勤
続
二
十
年
を
境

に
、
生
活
給
的
給
与
体
系
に
能
力
給

的
発
想
を
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
か

ど
う
か
が
大
き
な
論
点
に
な
る
と
考

え
て
お
り
、
市
民
の
目
線
か
ら
自
主

的
改
革
に
着
手
し
た
い
。�

���

　
問
　
本
市
の
東
古
松
職
員
駐
車
場

は
、
市
中
心
部
に
位
置
す
る
市
民
の

貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
有
料
化
す
べ

き
で
は
。�

　
答
　
職
員
駐
車
場
を
無
料
と
し
て

い
る
こ
と
は
市
民
感
情
の
面
か
ら
も

問
題
と
考
え
、
運
用
方
針
や
料
金
設

定
な
ど
、
有
料
化
に
向
け
た
具
体
的

検
討
を
早
急
に
行
い
た
い
。�

�����������������������

　
問
　
中
央
卸
売
市
場
の
活
性
化
に

向
け
た
問
題
点
と
必
要
条
件
は
。�

　
答
　
市
場
関
係
者
の
問
題
と
し
て

①
利
益
が
相
反
し
、
協
議
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
②
自
社
情
報
を
公
開
し

た
が
ら
な
い
こ
と
③
新
た
な
取
り
組

み
に
消
極
的
な
こ
と
④
行
政
依
存
の

護
送
船
団
意
識
が
強
い
こ
と
―
等
が

あ
り
、
伝
統
的
流
通
か
ら
脱
却
す
る�

合
併
・
政
令
市
移
行
で
�

目
指
す
都
市
像
は
�

市
民
ド
メ
イ
ン
�
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望
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貸
与
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�
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駐
車
場
�
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に
向
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討
�
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�
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向
け
て
�

市
職
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給
与
制
度
�

市
民
の
目
線
で
見
直
し
を
�

子
育
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
�

希
少
野
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生
物
�

保
護
の
方
策
を
検
討
�

行
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コ
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�

市
民
に
分
か
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�

都心の貴重な空間（下石井公園～出石小学校跡地）�

絶滅が危惧されるアユモドキ絶滅が危惧されるアユモドキ�絶滅が危惧されるアユモドキ�

有料化有料化に向けて（東古松職東古松職員駐車場駐車場）�有料化に向けて（東古松職員駐車場）�


